
高等部 学校目標と学校生活のルール 

 

１ 高等部教育目標  

（１） 進んで課題に取り組み、自ら目標に向かって行動する生徒 

（２） 社会的経験を広げ、豊かな人間関係を築く生徒 

（３） 社会の中で自立的に生活するため、ねばり強く努力する生徒 

（４）自ら健康と安全に気をつけ、心豊かでたくましい生徒       

 

 

２ 服装と制服について 

・服装について 

  学校では、基本的には学校指定の体操着とジャージを着用してください。体操服、着替え用のＴシャ

ツは中学校で使用していたものでも構いません。市販のＴシャツ等の場合は単色のワッタッチの物と

し、派手な物は避けてください。 

 

・制服について 

夏服 

男子・・・白Ｙシャツまたは白ポロシャツ（ワンポイント可）  紺ワンタックズボン 

女子・・・白Ｙシャツまたは白ポロシャツ（ワンポイント可）  紺プリーツスカート 

冬服 

 男子・・・紺ブレザー  白Ｙシャツ  ネクタイ  紺ワンタックズボン 

 女子・・・紺ブレザー  白Ｙシャツ  リボン   紺プリーツスカート 

（１） 制服は購入時の形状を変更してはいけません。ただし、生徒の体型等に合わせて若干の調整を行

うのは可とします。 

（２）スカートを短く折って履いたり、故意に必要以上に短くまたは長く変形したりすることを行って

はいけません。 

（３） 冬服着用の際、ベストやセーター等の着用を可とします。また、冬季の通学時においては、防寒

用のコート等の着用も可とします。これらの形状は指定しませんが華美にならないものにしてくださ

い。 

（４） 本校生徒として自覚をもって制服を着用してください。 

※近年、全国的に「多様性に対する制服のあり方」が問われるようになっています。本校でも女子用の

スラックスを導入しています。スラックスについては希望により選択もしくは併用することが可能で

す。 

 

 

 

 

 



 

３．登下校について 

・登校の種類 

（１） スクールバス（保護者と共にバス停まで通学） 

（２） バス停まで自主通学 

（３） 徒歩で学校まで自主通学 

（４） 公共交通機関を使って自主通学 

（５） 自転車を使って自主通学 

②～⑤については、届が必要になります。 

※保護者の責任のもと、通学練習を行ってください。チェックシートの記入が必須です。 

※⑤に関しては、最後に教員が登下校の確認をし、許可を出します。 

（ただし、中学部に関しては、②～⑤全ての自主通学に教員が最終確認を行います。） 

※安全が確認できない場合は、自主通学を認められない場合があります。 

 

 

４．携帯電話所持について 

（１） 学校に持ち込む場合は届け出が必要です。（登下校時の緊急連絡として使用可能です。） 

（２） 学校・スクールバス内での使用は禁止です。 

（３） 学校では貴重品とともに預かり、下校時に返却します。（携帯電話（スマートウォッチ等）に類

する機能がある物も預かります。） 

（４） 登下校時も緊急の場合を除いて、原則使用禁止です。 

 

 

５．アルバイトについて 

アルバイトは、 

（１） 本人の生活や卒業後の就労を考えていく上でプラスになると考えられる内容であること 

（２） 本人および保護者の確認がとれていること 

（３） 学校生活へ支障ない範囲であること 

以上の点を十分に考慮した上で、先方との条件が整った場合においてはアルバイトを認めます。な

お、アルバイトを始める際は、本人・保護者連名による「アルバイト願」を提出してもらい、アルバイ

トを行なう期間や日時（曜日や時間帯）等についてもあらかじめ把握をした上で許可をします。 


